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新型コロナウイルス感染症の影響で、外出の機会が少なくなってはいませんか。
家にいる時間を使って、誰でも簡単にできるボランティア活動を紹介します。ぜひ、ご参加ください。

ボランティアメニュー
①「絵手紙を送ろう」
　ハガキサイズの用紙に好きな絵を描き、お年寄りのかたが元気になる
メッセージを添えてください。（１人10枚まで）
　集めたハガキは１人暮らしの高齢者にお届けします。用紙は社会福祉
協議会で用意します。事前にご連絡のうえ、受け取りに来てください。

②「コロナの終息を祈って鶴を折ろう」
　折紙で鶴を折ります。サイズ・色・柄・作成数は問いません。
　集めた折鶴で、疫病退散にご利益があると言われる「アマビエ」を作り、
保健センターに飾ります。
　折紙が自宅にない場合は、社会福祉協議会にご連絡のうえ、受け取りに来
てください。

③「切手を集めて寄付をしよう」
　使用済み切手、未使用切手を集めます。使用済み切手は切り離して収集してください。
　集まった切手は養護盲老人ホームに寄付をします。

【受付方法】　�①および③については社会福祉協議会の窓口に直接持参または郵送してください。
②については社会福祉協議会の窓口に直接ご持参ください。

【受付期間】　11月16日㈪～令和３年１月12日㈫
【送付先・問合せ】　〒367-0112　美里町大字木部538-5（保健センター内）
　　　　　　　　　美里町社会福祉協議会　☎76-3601

おうちでボランティア募集！！

見守りボランティア募集中！！
　小中学校の児童生徒の登下校時の安全と安心を支える、
見守りボランティアにご協力いただけるかたを随時募集
しています。

　現在、見守りボランティアさんが不足しています。週１回から
の活動でも大変助かりますので、幅広い年齢層の皆さまのご協力
をお願いします。
　子どもたちを温かい眼差しで見守り、安全・安心の地域を築いて
いきましょう！

【問合せ・申込み】
東児玉小学校　☎76-0335　　松久小学校　☎76-1355
大沢小学校　　☎76-0390　　教育委員会事務局　学校教育係　☎76-0201
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　インフルエンザが流行する季節になりまし
た。連日の新型コロナ感染報道の中、少し感
覚が麻痺し、気づくとコロナ前の行動に戻っ
ていませんか？　
　日本中がGo To キャンペーンを始めとする
社会経済活動と感染防止の両立に舵が切られ
ています。
　しかし、効果的な特効薬やワクチンが出て
こない以上、普段の生活の中で予防を徹底す
ることや、話が弾んでうっかり濃厚接触にな
らない行動を習慣化することが大切です。

　若年者は感染して
も症状が出ない人も
いるようです。とこ
ろが、例え若者とい
えども後遺症に苦し
んでおり、コロナを
正しく恐れ、しっか
りした予防と対策を
することが必要です。

　先日、新型コロナウイルス感染症分科会から、
感染リスクを高める７つの場面が示されま
した。
　①飲酒を伴う懇親会
　②大人数や深夜におよぶ飲食
　③大人数やマスクなしでの会話
　④仕事後や休憩時間
　⑤寮などの集団生活
　⑥閉鎖空間での激しい呼吸を伴う運動
　⑦屋外活動前後の車での移動や食事
　友人や職場での飲食機会が増えています。お
酒が入るとどうしても気が緩みます。相手のか
たが飛沫を気にせず会話してくると、どうして
いいか考えながらも応じてしまいますよね。
　しかし、その油断、ちょっとした気の緩み
が濃厚接触となり、その影響が最愛の家族や
職場に波及します。
　事前に感染対策が取られているお店か、行
き帰りの場面も想像して、感染のリスクを出
来るだけ避けるような行動を心がけましょう。

コロナを正しく恐れる！
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